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中国少数民族の言語と集団問関係の新局面

一新彊ウルムチの「論考漢」を中心に一

坂元一光　隔日郷依・冥芳翰：
　　　　　　　　　　（シェリンアイ　マソティ）

はじめに

　小論では中国新彊ウルムチの少数民族二言語（漢語と民族語）使用者を中心に，複数言語の境界

面に生きる人々の生活経験とその社会的位置づけの検討を通して中国西北部地域における少数民族

言語と集団間関係の新局面を探る。新しい言語集団として再定義がなされる人々の意識や経験に焦

点を当てることで，二二社会の言語環境の変化の一端を示すとともに，彼／彼女らの拡大が少数民

族言語の維持やエスニックな集団間関係とどのように関わるのか若干の展望を試みる（1）。

　中国新彊ウイグル自治区では，とりわけ新中国成立後，漢語を話す漢族（2）の人々と民族言語を話

す少数民族の人々との三二が急速にすすんでいる。そのような多民族的な社会状況の中で，近年，

漢語と民族語の両言語を操る新しい言語集団が形成されつつある。彼／彼女らは周囲から「民考漢

（Minkaohan）」という名称で呼ばれ，ウルムチ（二二木斉）などの都市部を中心に増加しつつある。

民二二は周囲の漢族や自民族による他者化のまなざしのなかで独自の社会範疇として形成されつつ

あり，人々の間では二二社会における「第14番目の民族」といった表現も広がっている。今後民

考漢の人口が増えるにつれ二二社会の言語動態のみならず集団間関係やエスニシティのあり様にも

新たな局面をもたらすことが予想される。彼／彼女らが体現する言語生活や経験：は，拡大しつつあ

る三二の二言語状況の先端部分を示すとともに，人々の言語生活の未来を占う指標でもある。それ

はまた国家と少数民族社会の相互交渉の文脈に位置づけることによって，中国における少数民族文

化や民族間関係の動態を把握する重要な切り口も提供すると思われる。

　小論で直接取り上げるのは，新彊ウイグル自治区の区都であり政治，経済の中心であるウルムチ

のウイグル族民考漢の言語生活の現状とその社会的位置づけや自己認識である。ウルムチのウイグ

ル族民考漢によるバイリンガルの運用実態はどのようなものであるのか。新彊ウイグル社会の漢族

やウイグル族の人々はそれぞれ民考漢をどのよケに意識し，またどのような態度で接しているの

か。民考漢自身は，他の漢族や少数民族との相互交渉の中で自分たちに割り当てられた新しい社会

範疇をどのように経験し，自分たちのアイデンティティをどう再定義しているのか。また，このよ

うな彼／彼女らの現状は当該社会の民族言語（ウイグル語）の動向にどのような影響を与えるのか。

以上のような問題意識に沿いつつ，共同執筆者の希日梛依（シェリンアイ）がおこなったウルムチ

の民考漢に関する質問紙調査およびインタビュー調査（希日郷依2000，2001，2003）の関連部分を
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坂元一光　　希日梛依・叉芳提

参考に報告，検討をすすめてゆく（3）。

1．新彊の民考漢の誕生とその背景

　新論ウイグル自治区はウイグル族を中心に，カザフ古謡族キルギス族，モンゴル族，シボ族

オロス（ロシア人）族，タジク族，ウズベク族タタール族満州族ダフール族，漢族など13の

民族から構成される民族自治地方である。自治区を中心に約870万人の人口を擁するウイグル族は，

チュルク語系のウイグル語およびウイグル文字を使用する自治区最大の少数民族である。ウルムチ

などの都市部を除けば，人々の多くはタクラマカン砂漠の周縁に連なるオアシス地域に居住し，主

に農業や商業に従事している。ほとんどはスンニ派のイスラームを信仰し，それは人々の日常生活

全体のあり方をゆるやかに，また時には強く規定しながら方向付けている。

　小論での調査報告の直接の舞台である豪彊ウイグル自治区の区都ウルムチは，人口約175万人

（『新彊年鑑』2003）を擁する政治・経済・文化の中心都市である。そのうち漢民族人口が約130万

人を占め（うちウイグル族は約22万人）漢化のすすんだ少数民族社会としての特徴を有している。し

かし，ウイグル族と漢族の問の社会的，文化的境界は明確に維持されており，言語や宗教あるいは

食生活などの差異化された日常実践をとおして自他の区分やわれわれ意識が不断に醸成されてい

る。このようなエスニックな境界は民族文化の再生産を支える教育制度のなかにも維持されてお

り，自治区少数民族を対象とする民族学校と主流民族としての漢族の教育を念頭においた普通（漢

族）学校の二つの系統が準備されている。とりわけ少数民族を主たる対象とする民族学校での学習

は，民族文化（言語）の維持と民族的アイデンティティの形成に大きな役割を果たしている。そし

て民巨漢は少数民族でありながら民族学校ではなく漢族学校を選択し，漢語を含む漢族向けの教育

を受けた人々である。

　馬面漢はもともと，小学校時代から漢族学校で教育を受け大学入試を漢語で受験した少数民族学

生に対する呼称であったが，その後漢族学校に通うすべての少数民族学生にこの呼び名をあてる

ようになった。また，小・中学校まで漢族学校で学び，大学まで進学せずに社会に出た学生も同様

に民話漢と呼ばれる（希日民話2001：61）。1この民考慮に対し，民族学校で教育を受け大学入試も

民族語で受験した少数民族学生は「民考民」として呼び分けられている（以下，本論では文脈に応

じて民心漢以外のウイグル族を民赤心と表記する）。新彊師範大学の人類学者ディムラティによれ

ば民考漢は，1950年代中後期には，すでに新彊の都市部ウルムチに登場していた。60年代，70年代

には地方都市や農村の子どもたちも多く漢族学校に入るようになり，各地域社会においてより有利

な職業や地位を獲得するようになったという（ディムラティ1996：20）。

　しかし民考漢がその漢語能力によって社会進出を達成するにつれて，バイリンガル能力以外の特

徴にもとづいて差異を意識する風潮があらわれはじめる。例えば，母語であるウイグル語能力の相

対的低下を問題幽して，とりわけ自民族（民考民）の問で彼／彼女らを批判的に捉える見方も生ま

れてきた。小論のはじめにの部分で紹介した「第14番目の民族」という表現には，民族語と漢語を
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あやつるバイリンガルの人々という客観的特徴が示されているだけでなく，特に自民族の問では，

往々にしてそこに漢語は上手いが民族語が不得手な中途半端なウイグル族という否定的ニュアンス

が込められている。一方，漢族においては漢語と民族言語を上手にあやつる新しいタイプの少数民

族としていくぶん好意的な意味合いが含まれている。いずれにせよ今日，新盆社会では人々が面面

漢の特徴を語るときその言語能力のみならず民族性のあり方（真正であるか否か）を問題にする見

方が生まれつつあるのだ。

　民心漢は少数民族の立場であえて民族教育（学校）を選択せず，漢族学校を選択した人々である。

そして現在漢語による教育を選択する傾向は，新彊の少数民族の間でますます広がりつつある（希

日郷依2000：6－9）。自民族言語による教育ではなく漢語教育を選択する採点漢やその拡大はい

かなる背景のもとに生み出されているのだろうか。ウイグル族をはじめ新客の少数民族に漢語教育

の選択をうながすマクロな背景として，ここでは漢語優位の社会経済状況およびこれに密接に結び

ついた少数民族教育における漢語的要素の強化という二点を上げておきたい。これら二つの側面は

それぞれが独立して作用しているわけではなく相互に緊密に連関しつつ全体としての漢語教育志向

をうながしている。

　まず漢語優位の社会経済的状況に関して，これは改革開放を起点に中国全土を巻き込んで展開す

る市場経済体制のただなかに新山社会が組み込まれる過程において顕在化しつつある。改革開放政

策にもとつく経済の市場化，それにともなう漢族の少数民族地域への大規模な移住などにより，ウ

イグル族をはじめとする少数民族はきびしい競争を強いられつつある。また21世紀を期して始まっ

た国家的開発プロジェクト「西部大開発」は，新畑地域にも中央からの莫大な経済投資をもたらし

競争にさらに拍車がかかることとなった（加藤2003：147－169）。市場経済や開発を主導する漢族

資本は漢語中心の経済体制を導入し，必然的にそこには漢語を中心に編成された産業や市場が展開

するようになる。今日の新客社会において，社会移動のための学歴取得や経済市場への有利な参入

のためには，ウイグル語でなく漢語の選択がはるかに有利にはたらく状況が確実に形成されつつあ

るのだ（藤山1999，リズワン1999）。

　新彊の少数民族に対し漢語教育の選択をうながすもうひとつの背景として考えられるのはいわゆ

る国を挙げての「双魚（漢語）教育」の推進である。これは見方を変えれば少数民族教育における

民族的要素の相対的トーンダウン（衰退）を意味している。民族教育における民族的要素と漢族的

要素の関係については，中国の民族教育が宿命的に抱え込んだ「民族化」と「国民化」という対立

する基本理念が想起される（中島1985）。共和国建国以来，少数民族のための教育の普及拡大政策

は中央政府の重要懸案であった。一方で，中国の民族教育には本来的に矛盾する二つの方向性が含

まれていた。すなわち多民族国家における国民統合を達成するための「国民教育」としての方向性

と民族言語や文化あるいは民族性の保持を志向する「民族教育」としての方向性である（同書：290）。

前者においては国民として共有すべき国家理念やイデオロギー，知識の均質な普遍化が強調され

（「一般化」），後者では民族語の使用，民族教師の採用と教育，民族性を尊重する教育内容などを中

心に，教育を少数民族地域の状況に適合させることが目指される（「民族化」）（同書：293）。中央政
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府により少数民族に対して準備された教育は，これら互いに拮抗する二つの方向性を内包しつつ，

国家的方針と少数民族の要求とのきわどい均衡のうえに維持されてきた。こうした民族教育の基本

的枠組みの中で，近年，双語教育の名のもとに強化されている漢語教育は二つの方向性の力点を「民

族化」からト般化」へと移すものであり，結果として「民族教育」の側面を相対的にトーンダウ

ンさせるものでもある。教育制度における漢語重視あるいは漢語バイリンガルの推進は，漢族を主

体民族とする中華民族多元一体（費1988）の統合方針にもとづき，また先の漢語優位の社会経済的

状況とも強くリンクしながら少数民族における漢語教育選択の流れを生み出していると考えられ

る。少数民族の立場で漢族学校を選択する民考漢の存在も漢語を中心に編成されるこのようなマク

ロな政治的、経済的，そして教育的文脈のなかに位置づけられるだろう。

2．民謡漢におけるバイリンガルの実態一ウルムチの場合一

　ウルムチは人事の7割以上を漢族が占める都市であり，再考漢は漢語の普及と影響が強い社会環

境において形成された都市型のバイリンガル集団といえる。ウルムチの民考漢は，一般に漢語をま

ず漢語に囲まれた生活環境のなかで自然に獲得し，その後，学校教育によってこの能力をさらに熟

達させている。当地の民考漢の多くは，普段の生活環境はもとより，学校でも常に漢族の生徒や友

人たちに囲まれて成長しており，むしろ自民族との交流の機会の方がそれほど多くない。民事漢に

とって自民族との親密な交流は，大学入学後，就職或いは結婚による生活圏の拡大や変化のなかで

ようやく本格化するといわれている（希異郷依2001＝63）。

　上述のように，ウルムチ在住の追考漢には，漢語の習得過程や言語環境においてある程度の共通

性が見出される。しかし，彼／彼女たちの言語運用等の様子を細かく見てゆくと，個々に多様な実

態をあらわすことが指摘されている。例えば，我々がバイリンガルというとき，ややもすると母語

と第二言語の両方に通じている熟達者を思い浮かべることが多い。だが，当然のことながら，現実

にはバイリンガルと見なされ（あるいは自認し）ている人々の間にも，二つの言語の熟達度や運用

形態においてさまざまに異なる実態が見られる。ウルムチの民考漢もその実際の運用実態に注目す

れば必ずしも同質的な言語集団とはいえないことが理解される。

　ウルムチのウイグル族の民考漢には，母語の文字使用や読解の熟達度またバイリンガル能力の

バランス等により細かな変異が見られる。希日郷依は，調査対象となったウルムチの皇考漢に関し

て，獲得言語の数や種類，読み書き能力，会話能力など，二つの言語の熟練度や運用形態にもとつ

く多様なバイリンガルの実態を指摘しその類型化を試みている。彼女は現地での観察やインタ

ビューにもとづき，まずウルムチの民考漢を二言語使用の熟練度によって，漢語とウイグル語の両

言語に高い熟達度を示す二言語熟練型と相対的に漢語能力の方がウイグル母語能力を上回る第二言

語熟練型に分ける。また，言語運用能力を読み書き能力と会話能力に分け，両方にバランス良く熟

達している双語双文型と会話では両言語とも不自由しないが片方の読み書き能力（主にウイグル母

語）が不足している双語単文型に分ける。さらに，実際の会話場面の言語運用において，両言語を
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明確に使い分けて使用できる並列型と会話の中で両言語が相互に補いつつ混用される互七型を区別

している。民考漢の人々の間の二言語運用におけるこうした細かな多様性の実態を押えることは，

その生活や経験を正しく理解する上で欠かすことができない。

民考漢のバイリンガル類型

1）職用囎度によって
o峯聾巽髪型

2）読み書きの習得によって

3）双声使用の機能によって

4）言語の獲得過程によって

　双語単文型｛
　双語双文型

｛　並列型

　互補血

型語
型

双
語

然
双
型

自
然
合

非
自
混

5灘した言語の数によって

（希日郷依2001）

　民考漢の二言語使用の多様な実態の中でも，とりわけ文字と会話能力における第二言語（漢語）

に偏った運用や混用は，全体としての木彊社会における言語移行（language　shift）の問題や少数民

族言語の将来を展望する上で注目すべき側面と思われる（4）。以下に示したインタビューの会話は，

そのような運用における漢語優位や混用の実態を示す一例である。インタビューの相手は中学に勤

務する民考漢の女性教師（24歳）で，聞き手（希四郷依）はすべてウイグル語により質問をおこなっ

ている。ウイグル語での問いと答えの部分は国際音声記号（IPA）により表記し，カッコ内はウイ

グル語および漢語による会話の日本語訳である。カタカナで翻訳された箇所は，ウイグル語が用い

られた部分を表わし，平仮名と漢字の翻訳文は漢語が用いられた部分を示す。

問い：oqutqut∫iliqni　jGX∫i　kerεmsiz？

（キョウノオシゴトハ　スキデスカ？）

答え：imjα）（fi・・kerimεn…　biraq…　就是寛和t∫u，那介balilar・・yGεnsε・・∫undaqt∫u・

ja）σi・kθrimεndε，　i∫qilip・θza㎜iη学生lirimni雌歩sini・kθrsam，一歩一歩地曳向上走，

在遊歩qilsa我心里就特別高来dε，　biraq　bεzεn　vaqtida　oqutqut∫ilar　ygεnmεy，
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a∫naq　Xapa　qilip　meni　a∫naq　dεris　vaqtida　aηlimisa　bεk　et∫kerimεn。（スキデスガ，ええとです

ネ，あの　セイトタチハ　ヨク　ペンキョウ　シテクレレバ　トテモスキデス，・ジブンノ　生徒タ

チノ進歩ヲ　ミレレバ　一歩一歩向上して進歩した時，心からとてもうれしいですが，トキドキ

セイトタチガ　ヨク　ペンキョウ　シテクレナイト　ダイキライデス。）

問い：tεtildimu　dεris’θtivatamsiz？

（ナツヤスミ　アルイハ　フユヤスミデモ　ジュギョウ　シテイマスカ）

答え：平日寸θtmεymεn，就是jεk∫εnbεkyni　b11εn，画期六bilan星幽静dεavu　bir

几童班bardε，∫ulartqa　otivatiman。（普段は　シテナイデスガ，ただ　ニチヨウビト，土曜日ト

日曜日ニ　アノ　ヒトツノ　ジドウ　クラス　ガ　アルンデ，ソコデ　シテ　イマス）

問い：nimεyt∫yn？ata　aniりizniO　tεsirigεut∫rapma？

（ナゼデスカ？　リョウシンノ　エイキョウ　デスカ）

答え：jαq，鐙道遠一年的教深，我感受到了根多当学生的吋候所感受不到的那和快珠，比如剛オ像

仁所動的那和学生学刀成績遊歩了，込有病態新年或者是教師市島寒山候，他出就給称的小小的

一張賀牽咀，但是代表他伯的心意dε，遠古都細岡我感覚特別暗潮，感覚到当老師的那神欣慰．

∫uηG我現在商調自内心的想当老師．　（イイエ，この一年間授業をすることによって，私は学生時

代で感じることが出来ないような喜びを感じることが出来ました，例えば，さっき言ったように生

徒達の成績が良くなって進歩したり，新年あるいは教師の日に生徒達から葉書をもらったりしても

とても嬉しくて教師になってよかったと思いますね，ソレデ私は今，教師の仕事が大好きです。）

　この事例にはウイグル外気考漢における実際の二言語運用状況が示されており，そこにはまず二

つの言語の混用と交替の実態が見られる。また，インタビューの前半部分と後半部分を比べると，

そこには漢語の方の熟達度に引っ張られるように漢語中心の会話に流れていく傾向がうかがえる。

希日郷依の調査でも，ウルムチの民考漢の場合，対象者のほとんどは漢語の習熟度は高いものの半

数以上がウイグル語の習熟度が劣っていると自己評価している。そのなかでも特にウイグル語の読

み書きにおける習熟度が劣っていると感じている。ウルムチの民考漢においては，全体として母語

能力より漢語能力が高く，日常の実用言語として漢語を用いる傾向が見出せるのである。彼／彼女

らが自民族との会話において自然に漢語を混在させる背景には，実は母語のみを使った会話におい

て，どちらかといえば漢語によって会話を主導せざるをえない現実がある。そして，読み書き能力

に関しては，さらにこの漢語主導の不均衡が拡大する。

　民塵溜における二つの言語間の習熟度合の不均衡は，現地言語の全体的な勢力関係を知るための

ひとつの指標として重要である。さらに，相対的に母語の能力が劣る傾向が見られる場合，それは

いわゆる社会全体の言語移行にもつながる可能性をはらんでおり，当該社会における少数民族言語

の展望を考える上でも重要と思われる。
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3．民謡漢の他者化と自己意識

　民考漢はその言語的能力や特性によって内外からの特別な視線にさらされている。とくに民考漢

の人ロ規模が拡大し，社会のなかでの存在感が増すにつれそれはひとつの集団性をおびて捉えられ

るようになってきた。社会的，経済的に漢語が主要な位置を占めつつある新彊社会の少数民族に

とって，両言語に通じる民業漢は羨望の対象にもうつる。しかし，それは必ずしも常に肯定的印象

をもって見られるわけではない。時としては自民族であるウイグル族から自分たちの民族範疇から

はみ出した周辺的な人々として否定的なまなざしを向けられることもある。また，漢族にとって

は，彼／彼女らがどれほど漢語に通じた身近な隣…人であっても，ウイグル族に属する人々であるこ

とに変わりない。現地でささやかれる「第14番目の民族」という表現は，漢族の範躊にもウイグル

族の範疇にも収まりきれない民考漢の不安定な位置づけを象徴的に表わしている。さらに，民考漢

自身も周囲からのこうしたまなざしを受け止めつつ，またそれと交渉しながら不断に自己の再規定

をおこなっているのだ。以下では希日華依のインタビュー及び質問紙調査にもとづいて民望漢をめ

ぐる他者化や自己規定の一端を見てゆく。（ここでの希日郷依の調査はいわゆる質問紙調査を中心

としたものであるが，調査過程のなかで適宜インタビューも実施しており，数的に捉えられた傾向

の解釈にあたってはインタビューによる補足や確認がなされている。）希日郷依の調査における調

査対象者（民考漢166名，漢族176名，民考民143名）はウルムチ市を中心に性別や年齢等を考慮した

上で機縁法により抽出された（対象者の基本的属性については，脚注の表1，表2，表3，表4，

表5を参照）。

　（D漢族による民考漢の他者化

　一般に，漢族による民考漢に対する評価はおおむね肯定的である。漢族の民考漢に対する好まし

い態度は，それ以外のウイグル族（民考民）とは明らかに差異化されたものとしてあり，そこから

民考漢への特別なまなざしも抽出できる。

　漢族は民考漢に対して「少数民族のなかの貴重な人材であり今の中国社会にとっても必要な人材」

として好意的に評価している（表6）。また黙考民との比較においても「豊かな知識，漢文化の受容，

異文化適応力」などを優れた特性をもつ者として好ましい評価が示されている（表7）。

　漢族による民考漢に対する肯定的評価の理由として，とりあえず二つの背景が考えられる。ひと

つはいうまでもなく言語の共有であり，もうひとつは学校をめぐる生活圏の共有である。少数民族

が自分たち漢族の言語を積極的に取り入れることで，両者の間にはコミュニケーションの基本的な

回路が開かれる。またこのコミュニケーションの回路は双方向的に開かれたものではなく，相手方

すなわち少数民族側からの歩み寄りによって開かれたものであるため，歩み寄られる側には優位な

関係性が維持される。すなわちそれは一種のマジョリティ側への同化を背景とした肯定的評価でも

ある。このことは少数民族子弟を漢族学校に通わせる意味を漢族に問うた時の答え，例えば「（中

華）民族団結」などの回答のなかにも同化につながる態度がうかがえるように思われる（表8）。
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表6　漢族の民考漢に対する見方

人数 ％

民考漢は少数民族の中の重要な人材である 98 46．9

漢語のレベルは高いが自民族の言語，文字，歴史，

ｶ化をよく知らないのはよくない
49 23．4

現代社会では最も必要とされる人である 59 28．2

ウイグル族でもないし，漢族でもない「14番目の民

ｰ」である
3 1．4

計 209 100

（176人からの複数回答）

表7　漢族から見た民考漢と民三民の違い

質問項目 回答 人数 ％

あると思う 123 70．5民考漢と「民考民」の

痰｢ ないと思う 13 7．4

分からない 4 2．3

あるけれど大きな違いではな
｢と思う

35 19．8

計 176 100

自民族に対する感情 8 3．5民考漢と「民考民」の

痰｢の内容 自民族の文化に対する理解 28 10．9

知識の豊かさ 83 32．2

漢語と漢文化に対する理解と

�e
71 27．5

異なる民族地域の生活、仕事

ﾖの適応性
68 26．4

計 176 100

質問：あなたは民考漢と「民考民」の違いがあると思いますか？
質問：あなたは民考漢と「民考民」の違いが主にどのようなものだと思いますか？

表8　民考漢の子どもが漢族学校に通うことに対する漢族の見方

質問 回答 人数 ％

少数民族の親がその子

ﾇもを漢語学校に行か
ｹることについて

民族間の隔たりを取り除くのに役立

ｿ，民族団結を促進する
105 59．2

少数民族の人材養成のための良い方

@である
61 35．2

あまりよくない 5 2．8

自分の子どもを自民族文化から遠ざ

ｯることになる
5 2．8

計 176 100

質問：あなたは少数民族が子どもを漢語学校に行かせることについてどう思いますか？
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　生活圏の共有も肯定的な評価を生み出す重要な基盤であると考えられる。民考漢の形成において

もっとも重要な役割を果たすのが学校教育である。民二二は漢族の子どもを念頭においた漢語学校

の教育のいわば副産物として生み出された。少数民族が漢語学校に子どもを通わせる場合，特に初

頭・中等段階では漢族の親子と少数民族の親子の間には学校を中心とした共通の生活圏が形成され

る。それは空間的な近接性の構築であるとともに人間関係における親密性の構築も意味している。

ウルムチにおける漢族と民考漢の場合，少なくとも漢族の側からは民考漢との日常的で頻繁な交流意

識が認められる（表9）。これは民謡漢の（子どもの）通う学校が一般の漢族学校である以上，漢族

を中心に構成される地域的環境との密接な関係からくる傾向であると推測される。その結果，漢族を

主流とする地域社会や子どもの学校生活を通して両者の身近な交流関係が構築される。こうした日

常的交流のなかで漢族の民考漢に対する親しい態度や関係が形成されてゆくと考えられる（表10）。

表9　漢族と民青漢の付き合い

質問項目 回答 人数 ％

少数民族との付き合い 常にある 144 81．8

ときどきある 27 15．3

ない 4 2．3

したくない 1 0．6

計 176 100

いる（いた） 146 83自分あるいは子どもの

於Fとしての民考漢の

ｶ在
いない（いなかった） 26 14．8

無回答 4 2．2

計 176 100

質問：あなたは普段少数民族との付き合いがありますか？
質問：お子さんのクラスに民考漢のクラスメートがいますか？
　　　あるいは，かつてあなたのクラスメートに丁丁漢がいましたか？

表10　漢族と民考漢の関係

質問 回答 人数 ％

どちらと気が合うか 民考漢 141 8α1

民考民 9 5．1

両方とも同じ 24 13．6

無回答 2 1．2

計 176 100

とても良い 131 74．4自分あるいは子どもと

ｯ考漢クラスメートと

ﾌ関係
良くない 3 1．7

付き合いがあまりない 14 79

付き合いが全くない 1 0．6

無回答 27 15．3

計 176 100

質問：あなたは民時圏と民考民ではどちらと最も気が合いますか？
質問：あなたまたはお子さんと民考漢のクラスメートとの関係はどうでしたか？
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　さらに，漢族の問には民考漢と他のウイグル族（民考民）を差異化して捉える態度もうかがえる。

一般に漢族は尊爵漢を他のウイグル族より肯定的に評価する傾向がある（表6，表7）。また民考漢

と「民考民」に対する漢族のいだく親密感（どちらと気が合うか）を比較すると，明らかに前者の

方を好意的に捉えていることが分かる（表10）。このことは漢族が民工業を一般のウイグル族とは

異なる特別な人々あるいはカテゴリーとして捉えていることを示すものである。

　漢族は民考漢に対し親近感を持つとともに，友好的で肯定的な評価をしていた。しかし，いかに

親近感を持つとはいえ漢族にとって民立身があくまでも異民族に属することには違いない。そこに

は長年にわたる歴史的，政治的関係やイスラームを基軸とする生活様式の違いが明確に横たわって

おり，それは地域の身近な隣…人でありながらも相互の婚姻がほとんど進んでいないことからも明ら

かである。民考漢に対しては依然，民族的他者としての位置づけが維持されているのだ。漢族に

とって民考漢は言語や生活圏を共有することで一般のウイグル族より親密な関係を構築しているも

のの，相互の境界は基本的に維持されている。このことを先の一般のウイグル族とは差異化された

認識のあり方と考え合わせたとき，そこに民族的他者としてのウイグル族がさらに細分化されるプ

ロセスを見出すことができる。ウルムチの漢族の間にはウイグル族から分化しつつある民考漢とい

う新しい社会範疇の観念が形成されつつあり，それはまた多民族的な新島社会における新たな民族

的他者の創出プロセスともいえる。

　（2）自民族（民考民）による民考漢の他者化

　ウイグル族内部における飼畜漢の他者化の動きは，漢族におけるそれより一層重要な意味を持つ

と考えられる。なぜなら，それまで我々意識という原初的感情によって結び合わされていた社会

（民族）成員の内部に，言語や行動様式を異にする他者の範疇が見出され，従来の集団内部に新た

な社会的，文化的境界が形成されつつあることを意味しているからである。

　ウルムチでは，再考漢でないウイグル族（民考民）による民考漢へのひとつの差異化の様式を見

出すことができる。それはまず配偶者選択に関する意識として示される。民幽棲が配偶者を選択す

る場合，半数近くの者は相手が民造進であろうと民考民であろうとかまわないと答えるが，残りの

4割近くは，民考漢を配偶者として選ぶことに消極的な意識が見出される（表12）。すなわち，かな

りの民考民の問で配偶者の対象としての民心漢に対する否定的評価が示されているのだ。一方，一

部ではあるが配偶者には民考漢を選ぶべきという反対の（肯定的）意見もみられる。これらは相互

に対立する意見であるものの，自分たちとは異なる特別な配偶者候補と捉えている点では（差異化

の認識として）共通に括ることができる。いずれにせよ，民考民の問では，結婚相手としての民考

漢の位置づけは（民考民に比べて）相対的に周辺化されており，こうした意識のあり方のなかには

民考民による民考漢に対する他者化への態度が見出されるように思われる。

　民考漢に対する民藩邸の特別な見方は，より直接的な問いにもあらわれている（表11）。まず漢語

を中心に展開する現代中国の社会経済的状況を背景として，彼／彼女らの社会的人材としての適応

力の高さを挙げる肯定的評価が多い。一方，否定的評価も見出され，それは自民族の歴史や文化に
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対する理解の不足や民族の生活習慣における態度の違いにもとづいている。こうした否定的な評価

の原因は，一般に自民族（民考民）との日常的な交流のなかで撃高漢に見られるウイグル語の知識

不足やその不完全な運用あるいは漢化された行動様式にもとめられる。

　以上のように，ウルムチの民考民の間では民考漢に対し自民族ではあるが，自分たちとはどこか

違う人々としてとらえている見方がうかがえる。民考民にとって民考漢は二言語能力をそなえた優

秀な人材としての側面と自民族の言語や習慣を身に付けていない不完全なウイグル族としての側面

の相反する特徴によって他者化されているように思われるのだ。

表11民三民の職制漢に対する見方

人数 ％

民考漢は少数民族の中の重要な人材である 88 48．6

漢語のレベルは高いが自民族の言語，文字，歴史，

ｶ化をよく知らないのはよくない
41 22．7

現代社会では最も必要とされる人である 35 19．3

ウイグル族でもないし，漢族でもない「14番目の民

ｰ」である
17 9．4

計 181 100

（143人からの複数回答）

表12配偶者選択における「民考民」の見方

質問 回答 18～25歳 26～30歳 31～35歳 36～40歳 41～45歳 計 ％

民考民 1 20 31 7 13 72 50．3現在の配偶

ﾒ 民考漢 0 4 5 5 2 16 11．2

無回答 41 14 0 0 0 55 38．5

計 42 38 36 12 15 143 100

配偶者選択

ﾉ関する考
ｦ

民考民でな

ｯればなら

ﾈい

14 15 12 4 8 53 37．1

民考漢でな

ｯればなら

ﾈい

3 3 4 1 0 11 7．7

どちらも同

ｶ
24 19 20 6 7 76 53．2

両親の許し

ｪあれば漢
ｰでも良い

0 0 0 1 0 1 α7

無回答 1 1 0 0 0 2 1．4

計 42 38 36 12 15 143 100

質問：現在あなたの配偶者は？

質問：あなたの配偶者を選ぶことに対する考えは？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一81一
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　（3）民考漢の経験と語り

　漢族や民乱民の意識からは，民遠山がそれぞれの集団から区別して捉えられている傾向が見出さ

れた。では民謡漢自身はこれらをどのように受け止めているのだろうか。彼／彼女らは新たな社会

範疇にそって自分たちを規定し，それにもとつく集合的アイデンティティを形成しつつあるのだろ

うか。今のところこれらを明確な集団意識や行動様式として詳細に捉えるにいたっていない。しか

し，断片的ではあるけれども，そうした集合的アイデンティティの萌芽を予感させる意識や行動も

指摘されている。

表13　民三軒の排斥経験

学校時代、教師や同級生から排斥を

�ｯた経験

@　　人数　　　　　　％

学校時代および社会に出てから自民
ｰによる排斥を受けた経験

@　　人数　　　　　　％
経験はない 78 47 94 56．6

常にあった 11 6．6 4 2．4

時々あった 75 452 67 40．4

未回答 2 1．2 1 0．6

合計 166 166 100

質問：学校時代に教師や同級生から排斥を受けた経験
質問：学校時代および社会に出てから自民族から排斥を受けた経験

（表13）は追考漢であるがゆえの排他（差別）経験の有無をたずねた結果である。半数近くの者が

学校生活のみならず社会に出てからも民考漢であるがゆえの差別を受けたと感じている。とりわけ

4割近くの者は，自民族のウイグルからそうした差別を受けたと感じている。また，インタビュー

の中で学生が挙げていたのは，例えば「A君はウイグル族であるにもかかわらず，こんなにすばら

しい（漢語の）文章が書けている。なのに，君ら（漢族学生）は，（漢族のくせに）彼よりもだめ

じゃないか…　」といった教室での教師の発言に対する反発である。それが教師にとっては他意

のないほめ言葉であるにもかかわらず，彼／彼女たちはそうした教師の言い回しのなかに自分たち

に対する他者意識や差別意識を敏感に感じ取っている。また，インタビューをおこなった希日郷依

によれば，特に25歳以下の若い年代のなかには，自分たちを新彊社会のなかで「孤独に戦う軍隊の

ようなもの」と評する者も少なからずおり，その表現には民考漢という集団的なアイデンティティ

とそこへの帰属意識の形成が萌芽的に表われているように思われる。

　一般に当該集団への帰属意識やそれにもとつく自己規定は，その他の集団による他者化のまなざ

しとそれに対する当該集団の自覚，そして我々意識の醸成という一連のプロセスにおいて形成され

る。民二二の集団的アイデンティティの形成も同様の過程をたどると考えられる。ただ，少なくと

も現段階では，民温品のそれが自他ともに認める明確な集団意識として具体的に把握されるまでに

は至っていない。いまのところ，周囲からの特別なまなざしに対する自覚や行動様式上の傾向や特

徴を断片的に指摘できるにとどまっており，その確かな言説や表象を文脈に即して析出する作業は
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今後の課題として残されている。

4．言語と民族間関係の動態

　新彊ウルムチの民考漢人口の拡大は，ウイグルの人々の日常的言語生活のみならずウイグル語そ

れ自体の動向にも影響をおよぼす重要な現象であると思われる。例えば民考漢はいうならば二二社

会の漢語バイリンガル化の流れを体現する集団であるけれども，これは民族言語の維持という観点

からはどのように捉えられるだろう。すなわち民考漢の拡大はウイグル語の社会的継承において積

極的にはたらくのかあるいは消極的にはたらくのかという問題である。社会言語学のクリスタルは

社会のバイリンガル化は言語維持に対する有効な方策であると述べている（クリスタル2004：

112）。この見解からすれば，民考漢の存在やその拡大はともすると危機的に語られがちな少数民族

言語の社会的継承に対して明るい展望が見出せる。しかし，少なくとも新彊の民考漢の実際の言語

生活を見る限り，こと民族言語の維持という点では，けっして楽観を許さない様子が報告されてい

る。それはマクロとミクロの両環境において示される。

　まずマクロ環境としては新彊全体を覆う漢語中心的な社会編成の流れがある。民族語と漢語のバ

イリンガル化とはいえ，現実にはそこに両言語の二者選択というより二者択一へと向かわせる社会

経済的状況や教育改革などの複層的作用が働いている。中国少数民族には民族区域自治政策と民族

言語や文化の保障をうたった憲法規定によって自民族言語による教育が認められている。にもかか

わらず，雇用市場，産業構造，教育制度など少数民族を取り巻く公共圏は漢語を中心として編成さ

れている。民考漢のみならず他の少数民族の生活もその中に深く埋め込まれており，漢語は社会経

済生活を上昇させる重要な手段となっている。また，近年の政府による双語教育の普及推進はこの

傾向にさらに拍車をかけ，新彊ウイグル社会全体の不均衡なバイリンガル状況を準備しつつある。

その中で僧門漢は新彊全体のバイリンガル化を先導し，社会における漢語優位をうながす役割を担

うこともありうる。さらにウルムチのような都市部の場合，漢族をマジョリティとする民族構成と

漢語を中心に均質化する消費文化によって漢語優位の流れはさらに加速される可能性がある。そこ

には生活における危機感や経済的達成への期待感にもとづき，少数民族が自らすすんで漢語優位の

社会を選択するよううながすヘゲモニックな雰囲気が醸成されているように思われる。

　一方，ウイグル語の維持にネガティブにはたらくミクロ環境は，民考漢の言語運用の場面に示さ

れている。前節での民考漢の言語生活を見る限り，こと民族言語の維持という点では，けっして楽

観を許さないような実態があった。民考漢に対しては先進性や変化を先取りする人々としての肯定

的評価だけでなく，自民族による否定的評価が見出された。そこで指摘されていたのは自民族の言

語や知識の不足や欠落であった。会話における漢語の混用の実態からは母語による会話の不自由さ

や不得手が指摘された。民考漢内部に限定してその一般的な言語生活を見る限り民族語（母語）の

運用能力や知識は低下の方向にすすんでいるように思われる。さらに民考漢の子どもの学槙選択に

ついての考えを見ると（特に夫婦とも民考漢の場合）漢語学校を選ぶ者が圧倒的に多い。（希日郷依
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2000：21）これは民族語の知識や運用能力が個人的能力の問題から家庭という言語の再生産基…盤の

問題へと拡大する可能性を示唆している。

　バイリンガル化が言語維持に対する有効な方策との見解もあるなかで，少なくともウルムチの民

謡漢の事例においてそのきざしを見出すことは難しい。なぜならバイリンガル化とはいえ，そこに

は民族語と漢語の二者選択ではなく，二者択一あるいは漢語中心へと向かわせる作用が強く働いて

いることが見出せるからである。民痴漢の言語生活における漢語偏重の実態は，新彊社会のマクロ

な言語編成の縮図を表わすとともに，民族言語の維持に関してはその社会的基盤を侵食する先駆け

の役割を示唆しているように思われる。

　また愚考漢の増加は自彊の少数民族言語の行方のみならず当該社会の複雑な集団（民族）間関係

に対しても，ひいてはウイグル族の集団的アイデンティティにも何らかの影響をおよぼすと考えら

れる。八三が漢語中心に再編されまたそれが社会経済的優位性と連動するマクロ環境の中で，民心

漢は概してそうした社会のあり方や変化に対して適応性の高い人々として肯定的な評価を与えられ

ている。しかし，その肯定的な社会経済的評価とは別に，特に自民族（民考民）の間では民族言語

や文化に関わる評価において異なる見方が示される。自分たちと共通の文化的出自を持ちながら，

自民族の言語は不完全な上に漢語だけでなく漢族的思考やふるまいを身に付けた民心漢は，それま

でのウイグル族と漢族の間にあったエスニックな境界を曖昧化するとともにウイグル族内部に新た

な境界を生み出しつつある。自民族による民田漢に対する評価には，社会の市場化や産業化，情報

化にいち早く適応した有能な自民族という肯定的なものと，民族の言語や習慣が十分に身について

いないウイグル族としての真正さを欠く人々という否定的な側面の両面が見られる。論考漢の社会

的活躍や達成が常態化するようになるにつれ，人々の間では彼／彼女らに対する差異化された両価

的評価とそれにもとつく集団的な他者化（線引き）の動きがあらわれる。ウイグル族の内部では民

考漢に対し新たに差異化された集団範疇が与えられつつある。

　こうした民考漢の位置づけからは新彊ウイグル社会における少数民族のエスニシティと言語に関

する新しい局面が見えてくる。ウイグル族にとって自民族の言語は自他を分ける自明で決定的な民

族標識であった。ウイグルでありながら漢語に通じ，一方で自分たちの民族語の知識や能力が不足

した民考漢の出現は，自分たちと漢族など他民族集団との間に設定していた境界を不分明なものに

した。民考証の出現によって，言語という自他を分けていた自明な境界が揺らぎはじめたのであ

る。こうした事態を受けて，ウイグル族の内部からは言語の真正性（確かな知識や運用能力）の洗

い直しとそれにもとつく民族境界の新たな引き直しや再調整の動きがあらわれた。これが漢族と民

考民による他者化の過程であり民族言語を参照枠とする新たな社会範疇の創出である。こうして生

み出された新しい集団範疇は，漢族とウイグル族の境界に不分明な領域を生み出すと同時に自民族

内部には新たな境界を析出した。いずれにせよ民考漢は漢族にとってもまたその他のウイグル族

（民三民）にとっても，どっちつかずの存在（in－between－ness）として，従来新彊社会にあった漢

族対少数民族（ウイグル族）という二項対立的な集団間関係の認識に見直しをせまっている。

　さらに，こうした民考漢に対する他者化のまなざしは、さまざまな日常経験をとおして民考漢自
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身によっても意識されている。民事漢はとりわけ民考民による他者化のまなざしを内面化し，自ら

の民族的アイデンティティを改めて問い直すよう迫られている。民考漢に対する他者化のまなざし

とそれにもとつく民考漢自身の経験は，結果として自民族内部における彼／彼女らの不安定で周辺

的な位置づけを生み出している。このような民考訂の不安定な位置づけや揺れ動くアイデンティ

ティをハイブリッドなアイデンティティとして積極的に捉える視点も存在する（5）。しかし，今回の

調査においては対象者たちがどちらかといえば自民族とは異なる集団範疇として周辺化されること

への戸惑いやそこに由来するアイデンティティのゆらぎの方が浮き彫りにされているように思われ

る。ハイブリッドなアイデンティティに関しては，今後民考訂自身の語りや実践をさまざまな具体

的文脈に即してつぶさに追ってゆく作業の中で確認してゆく必要があるだろう。

おわりに

　中国少数民族政策の根幹は民族区域自治制度にある。少数民族言語としてのウイグル語の位置づ

けは，中国の民族政策において明確に規定されている。この制度は少数民族が集住する地域を画定

しそこに一定の自治権を与えつつも，強い政治統合によって統一国家の体制を指向するものであ

る。区域自治地方においては民族文字や民族言語の使用をはじめ多岐にわたる自治権が認められて

おり，新出でもウイグル語を公用語として用いそれを公教育の場に導入する権利を有している。し

かし，今中国の経済社会動向は少数民族の言語生活に対しこれを漢語中心に編成してゆく大きな流

れの中にあり，その中で新彊の言語状況も漢語優位へと変化しつつある。漢族資本を中心とする経

済構造の資本主義的再編は必然的に漢語が支配する市場の形成を前提としている。概して貧しい経

済状態に置かれている少数民族にとって，漢語の習得は学歴や仕事を確保し社会移動を達成する手

段として民族語の維持より現実的な必要となっている。加えて近年の西部大開発や双語教育の推進

はこの傾向にさらなる拍車をかけつつある。

　こうした漢語優位のうねりの中で，エリートから一般民衆へ，また都市住民から地方都市，農村

住民へとそのすそ野を拡大しつつある民考漢は，新彊社会全体に広がる漢語優位や漢語バイリンガ

ル化の流れを先取りし1体現する存在といえる。また民考漢は少数民族の言語生活における変化の

先端部分も担っている。民考漢の日常的な言語運用にあらわれた母語能力の不足と漢語優先の実態

は，少数民族言語の維持という観点からはひとつの懸念材料を提供している。

　さらに民考漢人口の拡大は，民族語の維持問題のみならず新彊社会全体の言語状況に対しても大

きな影響を与え得る。新彊の多言語状況を支える民族虚無集団をいったん括弧にいれ，マクロな視

点で新彊社会の言語環境を全体的に見た場合，そこには漢語を優位言語とするゆるやかなダイグロ

シア（diglossia）（6）状況や民族語から漢語への社会的言語移行（language　shift）の予兆も浮かび上がっ

てくる。この点において知識的にも運用的にも漢語に傾いた皇考漢は，新組社会における漢語優位

の社会的機能分担やヘゲモニックな編成過程を先導する役割を担う可能性を持っている。

　しかし一方で，民族語を不得意とする民考漢の拡大を契機として，特にウイグル人の内部には民
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族語と「民族」の真正性を結びつけながら民族的アイデンティティを自覚的に問い直す動きもあら

われている。民考漢の漢語能力はそれまでの漢族との間のエスニックな境界を不明瞭なものにして

おり，自民族語の不足がさらにそれをうながした。一部の民考民は漢語という付加的能力というよ

りも民族語の能力不足という特徴にもとづいて民考漢を差異化し，それによって民族の真正性を測

ろうとしている。そして，このような状況の中で民考漢自身もその民族的アイデンティティについ

て意識し自覚的に考えることを迫られている。それは日常生活におけるエスニシティの活性のひと

つの契機としての可能性を示しているともいえるだろう。

注

（1）本論は坂元と嘉日梛依（新彊師範大学講師）との共同研究の報告書としてまとめられた。希

　　日郷依は2005年11月～2006年11月まで中国政府派遣の訪問研究員として九州大学に滞在してい

　　た。氏はウルムチ出身のウイグル族（民考民）の立場で，これまで新彊ウイグル自治区のウル

　　ムチ市を中心に民考漢の研究をおこなっており，いうならば民考漢に対しては現地の視点を持

　　つ研究者である。これに対し，坂元は外部の研究者として，1999年以来幾度か新彊ウイグル自

　　治区を訪れ，少数民族の言語や文化動態の調査に関わった経験を有している。本論は両者のこ

　　のような内・外の知見や意見にもとつく議論をもとに共同で執筆された。ただし，最終的な文

　　責は坂元ひとりがこれを負うものである。

（2）　本文の記述においては少数民族，ウイグル族，漢族などの集団概念（用語）を用いるが，こ

　　れらは中国民族政策の基点である「民族識別工作」によって行政的に認定された「公定民族」

　　としての社会範疇であり，それらはウルムチの人々の生活場面において状況的、手段的に用い

　　られながら，自他関係や自己のアイデンティティを構築する際の重要な参照枠を提供してい

　　る。

（3）主日梛依の調査における調査対象者（民考漢，漢族民考民）の属性は以下の表の通りであ

　　る。調査対象者はウルムチ市を中心に性別や年齢等を考慮した上で機縁法により抽出された。

　　表1及び表2はウルムチ市在住の18歳～45歳までの民考漢166名を対象としている（210名中の

　　有効回答数）。表3，表4，表5はウルムチ市在住の漢族176名（210名中の有効回答数），ウイ

　　グル族143名（210庭中の有効回答数）を対象としている。
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表1　調査対象（民考漢）の基本情況

性別 教　育　歴 婚姻状況
年齢

男 女 中学 高校 中専b 大専2） 学部 修士 既婚 未婚

18～25 10 26 0 5 2 5 24 0 1 35

26～30 21 23 1 1 3 17 21 1 33 11

31～35 13 14 1 1 2 7 14 2 27 0

36～40 10 18 1 4 4 2 18 0 28 0

41～45 16 15 4 2 5 3 16 0 31 0

計 70 96 7 13 16 34 93 3 120 46

％ 42．2 57．8 4．2 7．8 9．6 20．5 56 1．8 72．3 27．7

1）中等専門学校。

2）大学程度の専門学校の略称通常3年制で短期大学に近く学士の資格がない。

　　　　　　　　　　　　　表2　調査対象（民考漢）の職業

職業 人数 ％

学生 25 15．1

教師 32 19．3

幹部 28 16．9

医療関係者 23 13．9

公務員 9 54

社員 8 48

工場労働者 13 7．8

翻訳家 4 24

土木技師 3 1．8

その他 21 12．7

計 166 100

表3　調査対象（漢族）の年齢及び性別

性別
年齢

男 女
計 ％

18～24 20 17 37 21．1

25～34 39 39 78 44．3

35～44 21 17 38 21．5

45～55 12 11 23 13ユ

計 92 84 176 100
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表4　調査対象（漢族）の学歴及び職業

学歴 人数 ％ 職業 人数 ％

中学校 6 3．4 学生 24 13．6

高校 17 9．6 教師 32 18．2

中専 11 6．3 幹部 43 24．4

大州 60 34．1 社員 26 14．8

学部 77 43．8 公務員 12 6．8

修士 5 2．8 土木技師 9 5．1

計 176 100 医療関係者 9 5．1

その他 21 11．9

計 176 99．9

表5　調査対象（ウイグル族）の年齢、性別、学歴及び婚姻状況

性別
年齢

男 女
計 ％’ 教　育　歴 婚姻状況

18～25 27 15 42 29．3 中学 高校 中専 大専 学部 修士 既婚 未婚

26～30 15 23 38 26β 1 0 10 4 26 0 1 41

31～35 15 21 36 25．2 2 0 2 4 28 1 25 13

36～40 6 6 12 8．3 1 1 3 3 25 1 36 0

41～45 6 9 15 10．5 0 0 2 1 8 1 12 0

計 69 74 143 100 1 2 0 4 8 0 15 0

5 3 17 16 95 3 89 54

％ 3．6 2．2 12．2 11．5 68．3 2．2 62．2 37．8

（4）　ここでは言語移行（language　shift）の概念を，多数派言語が少数派言語に取って替わるとい

　　うような一方向的な捉え方ではなく，言語の維持・復興も視野に入れた双方向的な動態を含む

　　意味で用いておきたい。なぜなら，少数派言語の削減的（subtractive）状況へ向かう移行だけ

　　ではなく，エスニシティの覚醒や運動を念頭においた言語復興や付加的（additive）状況の可能

　　性を残しておきたいからである（ベーカー1996：74）。

（5）　ウイグル民二二の複雑なアイデンティティに対するこのような観点は，英国ニューカッスル

　　大学のJ・スミスによって研究がすすめられつつある。詳しくは以下のURLを参照。

　　http：／／www．ncl．ac．uk／smレstaf∬prof皿e石，smith

（6）　ダイグロシア（diglossia）とは区別三二言語併用のことである。言語社会において，異なる

　　二つの言語が，それぞれ一定の社会的機能をもち，異なる状況において話し手がその二つを区

　　別して使い分ける場合をさす。特に，その一つが社会的に高位の変種で他方が低位の変種と見

　　なされる状況をいう。このようにダイグロシアを二つの言語間の政治経済的，歴史文化的優劣

　　関係や価値の高低と連動させて規定する立場だけでなく，いかなる社会でもきままな二言語使

　　用は事実上存在しないという認識にもとづいてすべての地域的，社会二二言語使用を包括して

　　ダイグロシアとする広義の規定もある（『現代言語学辞典』（成美堂）1998，168頁）及び『言

　　語学大辞典』（三省堂）第6巻述語編，135頁，他）。

一88一



中国少数民族め言語と集団間関係の新局面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考文献

（和文）

ベーカー，C。1996『バイリンガル教育’ ﾆ第二言語習得』（岡秀夫訳・編）大修館書店

ディムラティ，0．1999「新町の「民漢考」とカザフスタンの「民考俄」」（西原明史訳）『中国新彊

　　及びカザフスタンにおける少数民族文化の持続と変容に関する基礎的研究』（科学研究費補助金

　　研究成果報告書，代表　丸山孝一，課題番号07045008）

藤山正二郎，1999「ウイグル語の危機一アイデンティティの政治学一」『アジア遊学』Nα1，勉誠出版

加藤弘之，2003「「西部大開発」の現状と課題」『地域の発展一シリーズ現代中国経済6一』

　　名古屋大学出版会

クリスタル，D．2004『消滅する言語一人類の知的遺産をいかに守るか一』（斉藤兆史他訳）中公新書

中島勝住，1985「中華人民共和国における少数民族教育問題」『多文化教育の比較研究一教育におけ

　　る文化的同化と多様化一』（小林哲也雨滴）九州大学出版会

リズワン，A．1999「模索するウイグル人一新彊における民族教育の現状一」『アジア遊学』No．1，

　　勉誠出版

（同文）

希日郷依・翼亦提

費孝通

2000「島魯木芥市堆吾ホ族接受非母培教育者的凋査与分析」

　　新彊師範大学碩士学位論文

2001「民考漢与双三現象」　『言語与翻訳」第1期、61－65頁

2003「一編“民謡双”的婚姻家庭規念」　r西北民族研究』第2期、166－172頁

1988（2001）「中華民族多元一体格局」膝許華・陳克進主語『中国民族概論』

　　中央民族大学出版社

（希日郷依の自著における主要参考需目）

W．F二二・M．山鼠恩、1989戸正忌澤r双沼教育概愴』光明日扱出版社

戴床厘、1997『中国少数民族双活教育概槍』迂守民族出版社

黄家庚、1997『新彊民族学校教育研究』新知人民出版社

弓丈隼、1998『新彊教育手稿』新彊大学出版社

徐思益等、1997『浩言的接触斜影鳴』新学人民出版社

西戎、周三主編、1998『田野工作与文化自覚』群言出版社

万明鋼、1996『文化視野中的人美行力』甘市文化出版社

曹虹、1999『堆吾ホ族生活方式』中央民族大学出版社

一89一



坂元　一光 希日郷依・冥亦提

On　a　new　phase　of　language　shi飾and　ethnic　relations　in　Xinjiang，　China：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focusing　on　the　Minkaohan　Uyghllr

Ikko　SAKAMOTO，　Sherenay　MASUT

　　　　Our　concern　is　to　consider　the　changing　Process　of　language　and　ethnic　relations　by　focusing

on　the　Minkaohan　Uyghur　in　Urumqi，　Xinjiang（the　Uyghur　Autonomous　region　of　the　Republic　of

China）．Minkaohan　Uyghur　are　educated　in　the　Chinese　language　at　Han　Chinese　schools　and　take

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りtheir　college　entrance　exams　in　Mandarin　Chinese．　Since　they　usually　don　t　speak　Uyghur　we11，

Uyghurs　fluent　in　their　own　language（Uyghurs　educated　in　Uyghur　schools）refer　to　them　as　the

　‘‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fourteenth　nationahty　　referring　to　the　fact　there　are　thirteen　officially　recognized　nationalities　hl

Xir噸iang

　　　　Because　of　their　cultural　hybridity　or　in－between－ness　compared　to　other　Uyghurs，　the

population　growth　of　the　Minkaohan　might　possibly　cause　a　Ianguage　shift　f士om　Uyghur　to　Chinese　as

the　main　language　spoken　in　society，　and　it　might　also　affect　Han－Uyghur　ethnic　relations　in　Xinjiang．

　　　As　the　first　step　to　clarifンing　these　processes，　the　co－writer，　Xirinayi，　tried　to　investigate　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りactual　conditions　of　language　acquisition，　fluency　in　the　two　languages，　and　peoples　attitudes　to　the

languages　among　the　Minkaohan　by　distributing　questionnaires　and　through　interviews．

　　　　The　results　show　that　their　proficiency　and　capability　in　the　Chinese　language　are　much　higher

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りthan　that血their　native　language．　They　don　t　have　any　di箇culty血co㎜unicating輌th　Han　Chinese

血the　Chinese　language．　But　when　co㎜unicating輌th　their　o㎜people　in　their　native　language，

most　of　them　need　Chinese（words　and　terms）to　help　them　to　express　their　ideas．　Only　some　of　them

are　able　to　carry　out　communication　ef∬ectively　and　without　help．　Most　of　them　want　to　preserve　their

native　language，　while　at　the　same　time　accept血g　the　Chinese　language．
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